
システムの特徴
● 緊張管理の種類

「摩擦」および「荷重・伸び」の管理手法に対応可能で、それぞれ「ケーブル1本ごと」、「グループごと」の
管理図を作成できます。また、片引き・両引きを問わず、盛替えを必要とする緊張方法にも対応して
います。

● 管理精度の向上
圧力変換器と変位計により緊張圧力と伸び量を計測するため、測定ミスを防止し、緊張管理の精度
が向上します。

● 緊張力不足の解消
最終圧力と伸び量を考慮した緊張管理グラフを瞬時に作成し、最終緊張力の計算値と計測値がパソ
コン上にデジタル表示されるため、導入緊張力が不足する可能性を低減できます。

● 緊張作業の効率化
緊張圧力と伸び量の計測および緊張管理グラフの作成を自動的に行うことができるため、緊張作業の
時間短縮および効率化が図れます。

● 安全性の向上
緊張作業中に緊張ジャッキ付近に作業者を配置する必要がなく、作業の安全性が向上します。

SEEE/緊張管理システム
緊張作業の施工品質向上に寄与する支援システム

システム概要

本システムは、SEEE工法の各種ケーブルに対応した緊張管理システムです。緊張作業時の油圧ポンプ
の圧力とケーブルの伸び量を、計測機器を用いて計測し、そのデータをパソコン上に取り込むことで、最終緊
張圧力の計算や緊張管理図の作成を自動化することが可能です。

緊張管理システム系統図



システム画面

緊張作業中は、緊張圧力と鋼材の伸び量がパソコン上にリアルタイムで表示され、所定の圧力で計測
を行うと自動的に緊張力管理グラフが更新されます。作業終了後は管理図を出力し、印刷することが可
能です。

緊張管理システム上の表示画面

摩擦管理の結果出力例荷重・伸び管理の結果出力例

緊張管理図を出力

グループ管理(荷重・伸び管理)の結果出力例



適用ケーブル
SEEE工法の全ケーブルタイプに適用可能です。

適用ケーブルタイプ

マルチジャッキ 電動ポンプ

電動ポンプセンターホールジャッキ

FUT型用緊張機器

F型用緊張機器

適用ジャッキ引張荷重(kN)呼び名ケーブルタイプ定着方式

JM1900-250
JM1900-300219612T13

FUT型くさび式

JM2600-150
JM2600-250
JM2600-N300
JM2600-800

313212T15

JM4500-300
JM4500C-300495919T15

JC360-100
JC600-200
JC1100-200
JC2000-200
JC2500-200
JC3000-200

495～3477F50～F360
(11タイプ)F型

ねじ式 261～4761F20TS～F500TS
(15タイプ)F-TS型

966～4959F100PH～F500PH
(9タイプ)F-PH型

※F-FUTタイプをご使用の際は、事前にご相談ください。



使用機器
使用機器一覧

圧力変換機

取付金具

FUT型用

F型用

スイッチボックス・データロガー・
ノートパソコンの接続例

圧力変換機

巻込型変位計 変位測定用治具

営業本部 橋梁構造部 〒163-1342 東京都新宿区西新宿6-5-1 新宿アイランドタワー42階
TEL：(03)5321-6514 FAX：(03)5321-6519
橋梁構造事業分野の製品やその他管理システムについては、インターネットでご覧いただけます。

橋梁構造事業分野HP
https://se-kyoryokozo.jp
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手配仕様名称No.

エスイー※

TC-32Kデータロガー1

CSW-5A-05スイッチボックス2

PWH-70MPa圧力変換機3

DP-2000E巻込型変位計4

-変位計測定用治具5

施工者
事前に緊張管理システムの

インストールが必要
ノートパソコン6

※計測機器の必要数が増える場合は、事前にご相談ください。

https://se-kyoryokozo.jp

